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【本領域の目的】 

優れた機能をもつ物質・材料を創製することは
我々の生活を便利にするだけではなく、時には生活
のスタイルや価値観を変える力を持つ。日本は物質・
材料科学領域では科学・産業両面で世界をリードし
てきたが、それは主に研究開発者の経験と勘に基づ
く試行錯誤によるものであり、新物質の創製には 20
～30 年の長時間がかかると言われている。 

このようななかで、米国を皮切りにドイツ、中国
などが情報科学を適用したデータ駆動型物質探索の
大型プロジェクト（Materials Genome Initiative な
ど）を開始している。蓄積された知見を計算機によ
り探索・分類し、求める機能を持つ物質の構造をス
クリーニングしようとするものである。しかしなが
ら、物質・材料の構造・機能の相関は多重スケール・
多重物理が同時にかかわる複雑なものであり、単な
る情報科学的アプローチで成果をあげることは難し
いという指摘も多い。 

大量のデータから「意味」を取り出すには、物質・
材料科学者が理解して想像力を刺激される「よい記
述子」によって情報が整理される必要がある。物質
の階層構造を人間の直観に沿う形で記述し、物質・
材料創製の鍵といわれている「構造・機能・プロセ
スの相関原理」を解き明かせるように物質探索を実
質化・有効化する基盤が求められている。 

本提案では、まさにこのような気運の高まりの時
期に、日本が優位性を持つ数学と物質・材料科学が
協働し双方向に刺激を受け深化し、普遍的かつ数理
的な物質・材料科学という新領域を創成しようとい
うものである。 

 
【本領域の内容】 

物質・材料開発の鍵である構造・機能・プロセス
の相関原理の解明とそれを可能とする幾何学的手法
の開発を目指す。特に、無秩序系や多重階層系に対
して離散幾何解析学の最先端知見を適用し、ミクロ・
メゾの構造とマクロな物性の関係を明らかにするこ
とで、材料開発の方向を順問題から逆問題へと転換
する基盤を築くことである。本提案では離散と連続
をつなぐ離散幾何解析により、多様性の後ろに隠れ
ている構造をあぶりだし、複雑な物質・材料の統一
的理解の基盤を作ろうとするものである。 

 

 
 

 
数学と物質材料科学の協働により下記の研究項目

に取り組む。 
■ A01（無機系）：トポロジカル物質 
■ A02（有機系）：ネットワーク解析による高分子材

料 
■ A03（複合系）：極小曲面とナノ構造の動的構造形

成 
特に、離散幾何解析学を用いることで秩序系から

無秩序系（ランダム系・複雑系）への統一理論、静
的制御から動的制御への拡張を目指す。  
 

【期待される成果と意義】 
学術面では、構造・機能・プロセスの相関原理が深
まり、情報科学やデータサイエンスの力を用いた新
たなフェーズの物質・材料探索が進展する。また、
数学においては複雑で多重スケールな構造を階層的
に理解し、離散と連続の相関を調べる離散幾何解析
学や離散力学系が大きく進展する。これらを通じて、
ビッグデータ社会に応える材料開発と人材育成に貢
献する。 
 

【キーワード】 
離散幾何解析学：マクロな幾何構造を解析する幾何
解析学の離散版が離散幾何解析学である。離散デー
タの背後にある連続構造を見出す手法を開発するこ
とで、離散と連続の関係を理解する。 
データ駆動型物質探索：従来の材料開発が構造から
機能を見出す順問題とすれば、求められる機能を持
つ構造を探索する逆問題をデータ解析的手法で解く
ことを目指すのが、データ駆動型物質探索である。
マテリアルズ・インフォマティクスともいう。 
 

【研究期間と研究経費】 
 平成 29 年度－33 年度 
  1,002,900 千円 
 

【ホームページ等】 
https://www.math-materials.jp/ 


